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「ありがとうの手紙」（感謝）

誰もが楽しく運動したり競い合ったり
することができるよう、言動や、勝ち
負けを受け入れる態度について考えな
がら学習を進めてきた。

一見ありがとうと感じる場面ではないときでも、相手の
気持ちを考えると、自分のためを思っての行為であるこ
ともあると学習する中で、日頃から自分たちを支えてく
れている人たちの心情を考える。

「ありがとうの絵」（感謝）
自分の身の回りの人たちが自分たちの生活を支えてくれ
ていることを改めて考え、感謝の気持ちを相手に上手に
伝えたいという意欲を養う。また、感謝の気持ちを伝え
られたときの気持ちを実感し、その意欲を高める。

国語

学習発表会
　日頃から聞き馴染みのある音楽や、運動会の表現運動
の曲を演奏する練習や、生活科で学習した内容を「音の
シンフォニー」の歌詞に取り入れるなど一人ひとりが主
体的に取り組んだ。
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道徳

ありがとうを伝えよう

　毎月の学級目標の設定 手紙の書き方の学習
手紙での自分の気持ちの伝え方を学習
する中で、ことばの宝箱にある、気持
ちを表す言葉を確認しながら学習を進
めてきた。

毎月末に学校生活を振り返り、課題を
見つけて、次の月にはよりよく生活で
きるよう話し合い活動を行ってきた。

　今年度2学年のテーマである「ライン」にちなんで、みんなで
気持ちをそろえて美しいラインを作るラインダンスを披露した。
子どもたち同士で声を掛け合って活動する場面が見られた。

自分たちの成長を振り返る学習を通して、さまざまな人たちに支えられて成長してきたことを実感し、そのことに対する感謝
の気持ちを伝える会を開く。
授業参観の場を利用して、ありがとうの会を開催し、保護者間の方々に２年生でできるようになったことや、学習したこと、
考えたことを伝え、そのことに対する感謝の気持ちを手紙で伝える。
この活動を通して、これから自分たちを支えてきてくれた人たちとどのように関わっていくか考え、伝える場を設ける。

自己の生き方について考えを深め、
歩む子を目指して

〜関わりあい・語りあい・高めあい〜

研究主題

学級活動

①進んで考え伝える子（意欲）
②友だちと協力して活動に向かう子（協力）
③自分事として振り返る子（内省）

運動会


